




































Practical Study on the Lesson Improvement based on the Development
and utilization of "The Sheet that you can do it"
: Aiming to Expand of the Independent Activities of Students
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2Ｐ―」トーシるきで「期Ⅱ第の生Ｂ 11図
した。
まず，B生が手順をよく理解できるよう，「ダス
タークロスのやり方ビデオ」を見ながら，作業の工
程やポイントを書き込む形式で手順表を自作するこ
とにした。
作業の中では，完成した手順表を確認しながら，
教師とダスタークロスの操作や工程の実践練習を重
ねた。さらに，自分の課題に気付き，直そうとする
めあてをもてるように，友達の作業を見たり，自分
の作業を振り返ったりする機会を毎時もつようにし
た。
実践の結果，B生は気を付けるポイントを確認し
ながら取り組み，誤りを直そうとする意欲も継続し
て，右上がりに作業の正確さを増すようになった。
また，第Ⅱ期の実践から，次のような支援のポイン
トが明らかになった。
・手順表を自作することにより，理解が深まる。
・友達と一緒のグループ作業や相互評価により，新
しい課題でも意欲を継続しやすい。
（5）生活への広がり ―連携の取組―
実践Ⅰ・Ⅱの目標達成を通して，「自分でいろい
ろな手順表を作り，確認しながら作業や手伝いがで
きる」という姿につながると考え，家庭と連携を図
りながら生活場面へ広げる取組を行った。
＜学校＞
・黒板の清掃や簡単な製作場面などで，自分のメモ
帳や罫紙に手順表を書いて活動に取り組んだ。
・手順表の作り方を覚え，手順とポイントを分けて
書いたり作業中に注意事項を付け加えたりして，
自分なりの手順表を作ることができるようになっ
た。
＜家庭＞
・学校で教師と一緒に茶碗洗いの手順表（図12）
を作り，家庭に持ち帰って取り組んだ。この手順
表を見ながら，母に教えてもらいたい部分を具体
的に伝えることができた。
・手順表に加え，使用する道具や行うタイミングな
どをB生が母親に教えてもらうことで，新しい手
伝いにも取り組むことができた。
・手順表に工程を追加するなど，母がB生に分か
りやすい支援を行うことが増えた。
Ⅳ 考 察
1 授業改善がもたらした対象生徒の行動の変容
について
実践事例より，「できるシート」を活用して，
PDCAサイクルによる授業改善を行った結果，対
象生徒に見られた変容について考察する。
（1）主体的な姿の実現
児童生徒の主体的な活動を実現するには，活動を
形式的に「させられる」のではなく，児童生徒自身
が何のためにするのか，それにはどのような意義が
あるのか，行動の機能やメリットを理解した上で取
り組むことが必要である。また，教師が「これが効
果的だろう」と一方的に判断して支援を押し付ける
のではなく，「これなら分かる」「これならできる」
と思える活動や方法を本人主体の視点で見付けるこ
とが，自ら意欲をもって取り組む姿勢を引き出すこ
とにつながると考えられる。
事例①では，他の学習場面とリンクさせ，「目指
す行動」の必要性や利点を知らせるようにする取組
を行った。また，約束が記されたマナーブックにシー
ルを貼る，友達みんなで認め合う機会を作るなどの
効果的な意欲・動機付けをした。これらにより，A
生が自ら気持ちよく約束を守ろうとする様子が見ら
れるようになった。
事例②では，B生が自分で行うべきことが分かり，
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図12 Ｂ生自作の茶碗洗い手順表
行った結果をチェックできる手順表を工夫すること
で，不安なく自信をもって正しい作業を進める姿を
引き出すことができた。また，友達と相互に評価す
る機会を作ることで，自らの課題を確認し，直そう
とする意欲的な姿勢を引き出すことができた。
（2）連携とできる場面の広がりについて
対象生徒の生活年齢及び発達段階に合わせ，でき
ることの広がりを目指し，生活場面における行動を
ターゲットとして連携の取組を行った。実践の様子
を保護者に伝え，保護者が意欲的に学校での支援を
取り入れたり，学校で使ったツールの転用を提案し
て家庭でも活用したりして効果的に連携を行うこと
により，生活場面でも「できる姿」が多く認められ
るようになった。
2「できるシート」の有効性について
「できるシート」を導入したことにより，教員チー
ムとして授業改善に取り組むことが可能になった。
その結果，先の実践事例に述べたような対象生徒の
行動変容を引き出すことができた。そこで，「でき
るシート」のどのような特質が，授業改善のPDCA
サイクルを実現するために有効であったかについて
考察する。
まず 1点目に，「できるシート」の様式には，
Plan（現状・ニーズ・目標）－Do（実践）－Check
（評価）－Action（改善･伝達）の観点が明記されて
いるので，そのため教員全員が，授業改善の観点を
共有しやすかったことが挙げられる。そのため，授業
改善のアイデアを出し合いやすかったと考えられる。
2点目に，「生活の中で目指したい姿」を踏まえ
て「目指す行動」を吟味するようにしたことが挙げ
られる。これにより，目指す行動を獲得するメリッ
トやその活用機会を検討した上で，生活につながり
やすいPlanを立てることができ，具体的に連携の
促進に伴う生活への広がりにつながったと考えられ
る。
3点目に，ABC分析の手法を取り入れることで，
「目指す行動」の前後の状況に着目して支援を検討
する仕組みを取り入れたことが挙げられる。これに
より，結果として対象生徒の主体的に行動すること
ができる姿を多く引き出すことができた。具体的に
は，「A：環境・手がかり・きっかけ」については，
対象生徒がつまずきにくく活動しやすい環境を設定
したり，どのように情報を受け止めているか注意深
く吟味して分かりやすい手がかりを提示するように
したりしたことなどが挙げられる。それによって，
自分で「できる」ことを対象生徒自身が実感できる
支援を実践することにつながったと考えられる。ま
た，「C：意欲・動機付け」については，単なる・ご
褒美・に終わらず，「目指す行動」と密接に結び付
いた動機付けを用意することが効果を上げた。特に，
役割を果たしたことを確認でき，友達同士のかかわ
りの中で認められる結果を伴うように支援すること
で，さらに意欲的に活動に取り組む姿を引き出すこ
とができたと考えられる。
4点目に，支援の改善を関連付けて評価を行うよ
うにしたことが挙げられる。これにより，支援方法
の有効性を確かめることができ，「支援のポイント」
を明らかにすることにつながった。また，次の指導
場面や生活場面に継続的・発展的に生かしやすくなっ
たと考えられる。
Ⅴ 今後の課題
本研究を通して，「できるシート」の活用により，
生活への広がりを見据え，主体的な活動を引き出す
授業改善については一定の成果を上げたものの，ま
だまだ質の向上を図る余地があると考える。実際の
生活の場についての十分なアセスメントに基づき，
学校での活動において，もう一歩踏み込んだ形で生
活場面を想定する必要がある。つまり，生活に広げ
る視点に立ったとき，「目指す行動」が将来生かさ
れるだろうといった漠然とした願望ではなく，現在
又は限りなく近い未来の生活の中で「できる」実感
がもてるようにすることが必要であり，その体験を
小学部段階から積み重ねることが，将来の自立と社
会参加の実現につながるものと考える。すなわち
「できるシート」で示す児童生徒の目指す行動を，
現時点で具体的に活用可能なものであり，かつ，将
来への展望があるものとなるように，吟味する必要
がある。このことは，今日推進されているキャリア
教育の視点にも通ずるものであり，教員チームがこ
うした共通認識に立ち，さらに授業改善を追究して
いくことが望まれる。
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